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　いつどんな状況で子どもたちに危険が
迫るかもしれません。
　自然災害だけでなく、事件や事故に対
しても、迅速に対応することが求められ
ます。
　今回の事件においても、子どもたちの
迎えを保護者に要請しています。
　私も同じ状況であれば、安全確保しな
がら保護者に対して迎えを依頼すること
になると思います。

　また今回の事件では、何よりも先に
１１０番に通報しています。
　これまで学校は、警察に介入してもら
うことには消極的であったように思いま
す。
　今回の事件を機に、学校や児童及び職
員に危険が迫れば、躊躇なく警察に通報
することが必要であることを私自身が学
びました。
　

〇楽しく　めあてをもって　しっかり学ぶ
〇正しく　めあてを　しっかり守る
〇たくましく　めあてに向かって　しっかり鍛える

鮮明な画像はホームページでご覧ください。http://www.nagasaki-city.ed.jp/tameshi-e/

為石小学校の合言葉　「ためし　最高！　～地元で学び　地元を活かし　地元とともに行動する子ども～」

学校だより

ためし

HPはこちら

☚　二次元コード読み取り　「カラー版は、ホームページでご覧いただけます。」

危機管理のために
　保護者並びに地元の皆さんのご理解と
ご協力のもと、昨日引き渡し訓練を実施
できました。
　

　先日ある県の小学校に不審者が侵入
し、低学年の教室や職員室で大暴れをし
たニュースがありました。
　その学校の職員がとった行動は緊急時
の対応として適切であったと、危機管理
のエキスパートである大学教授が評価し
ていました。

　①侵入教室の担任は、子どもを体育館　
　　へ避難させた。
　②侵入隣室の担任が直ちに１１０番通
　　報した。
　③他の職員が現場に駆けつけ、制圧し
　　た。
　④校内放送で、全校に知らせた。
　⑤保護者に児童の迎えを要請した。
　⑥事後に心のケア態勢を整えた。


